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した｡中国南東部の降水系の日変化はきわめて複雑であるが,春 (3,4月),初夏 (5,6月),盛夏 (7,8
月)に分けることによって,日変化の特徴を明瞭に記述することに成功した｡春には,降水系の日変化は
小さいが,初夏から盛夏にかけては,日変化は大きくなる｡初夏は午前中に降水のピークがあるところが
多いものの地域による違いが大きい｡盛夏は,午後にピークとなるところが多く,地域による違いも小さ
い｡
初夏に,降水系の日変化が複雑な様相を示す理由は,中国南東部が,揚子江沿いに停滞する梅雨前線に
直接影響されるためである｡当地区の西側において,夜間に降水系が強化されて早朝にピークとなり,午
後にかけて梅雨前線に沿って東進する｡このような日変化を引き起こしているのは,夏季アジアモンスー
ンの一翼を担う下層ジェットである｡下層ジェットは梅雨前線帯に水蒸気を送り込み,この地域に多量の
降水を引き起こしている｡特に,下層ジェットは夜間に強化されるために,降水システムも夜間に急速に
発達する｡
本論文では,領域数値モデルを用いて,初夏の降水の日変化に関する再現実験も行った｡数値モデルは,
降水分布をおおよそ再現することに成功 している｡さらに,初夏の降水の日変化の大きな要因と考えられ
る下層ジェットの日変化について,数値モデルの結果を利用し,大気境界層内での詳細な運動量収支解析
を実施 した｡その結果,気圧傾度力とコリオリカとは,釣り合いの状態からずれていて,大気境界層内の
運動量交換も無視できない｡これら3つの力のバランスによって,下層ジェットの日変化を引き起こして
いることを明らかにした｡
以上の研究成果は中国南東部の降水システムの複雑な日変化の理解を大きく前進させるものである｡幾
多の洪水に見舞われてきた当該地域において,降水システムに関する知見は,気象予測の改善を通して,
自然災害の軽減に寄与するものと考える｡本論文は陳桂興が自立して研究活動を行うのに必要な高度の研
究能力と学識を有することを示している｡ したがって,陳桂興提出の博士論文は,博士 (理学)の学位論
文として合格と認める｡
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